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【市の概況から】 

・高齢者や母子家庭世帯等が増加 
【市の住宅の現況から】 

・高齢者同居世帯の持ち家率が高い 
・高齢者向けの住宅設備の整備率が低い 
・独居老人世帯が増加する可能性が高い 
【市民アンケートから】 

・高齢者等対応についての住宅施策への要望が多い 
【市営住宅居住者アンケートから】 

・市営住宅の高齢者・障害者等への非対応 
・市営住宅の高齢者・障害者等対応への要望が多い 
【事業者動向調査から】 

・住宅の高齢者及び障害者対応支援策を求める事業者が多い 

課題① 

高齢者、障害者等へ

の対応の推進 
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課題② 

子育て層及び低所

得者層に対する支

援 

課題③ 

住宅ニーズへの適

切な対応 

課題④ 

街なか居住の促進 

課題⑤ 

安全・安心な住宅及

び住宅市街地の形

成 

課題⑥ 

別荘・空き家等の有

効活用 

【市の概況から】 

・高齢者や母子家庭世帯等が増加（再掲） 
【市の住宅の現況から】 

・子育て世帯の誘導居住水準達成率が低い 
【市営住宅居住者アンケートから】 

・民間賃貸住宅からの転居が多い 
・市営住宅の決め手は低家賃 
・資金不足が住み替えの障害となる 
・市営住宅の高齢者・障害者等対応への要望が多い（再掲） 

【市の概況から】 

・企業立地に伴う人口増 
【市の住宅の現況から】 

・高齢者向けの住宅設備の整備率が低い 
【市民アンケートから】 

・住み替え意向が低い 
・住み替え意向の契機は建物の老朽化 
・他世代よりも高い 20歳代の住み替え意向 
・環境対策住宅への要望が多い 
【市営住宅居住者アンケートから】 

・居住年数は短期若しくは長期の 2極化 
・現住戸とニーズとの乖離 
・定住対応への要望が多い 
【事業者動向調査から】 

・戸建て市場が縮小傾向にある 
・若年夫婦及び若いファミリーの賃貸住宅需要の増加 

基本目標① 

安全でやさしい住

まいづくり 

基本目標② 

良好な居住環境を

維持できる住まい

づくり 

基本目標③ 

ライフスタイルに

対応できる住まい

づくり 

基本目標④ 

安定した住まいを

確保できる住まい

づくり 

【市の概況から】 

・地価価格が低下 
・無秩序な市街地の進行 
・自然的土地利用の減少 
【市民アンケートから】 

・公共交通機能や生活環境面の利便性が低い 
・高い自動車依存 
・まちのにぎわいが欠如 
【市営住宅居住者アンケートから】 

・公共交通機能や生活環境面の利便性が低い 

【市の概況から】 

・低い道路舗装率 
【市の住宅の現況から】 

・住宅の 4分の 1が耐震性を有していない 
【市民アンケートから】 

・住宅の安全面や機能面の不安が多い 
【市営住宅居住者アンケートから】 

・建物や設備面の利便性が低い 
【事業者動向調査から】 

・耐震改修に関する業務を取り扱っている業者が少ない 

【市の住宅の現況から】 

・別荘が多い 
・住宅着工の沈滞 
【事業者動向調査から】 

・空き物件の多くは、施設の老朽化や不便な場所にある 
・若年夫婦及び若いファミリーの賃貸住宅需要が増加している 

■将来に対応した住まいづくり 

① 新エネルギー活用の推進 

② 在宅生活の推進 

③ 公共施設等のバリアフリー化推進 

■災害に強いストックの形成 

④ 住宅の火災予防の普及 

⑤ アスベスト飛散防止対策の徹底 

⑥ 耐震診断・改修による支援 

■生活利便性の向上 

① 公共交通の利便性向上 

② 住宅地に関する道路等公共施設の整備推進 

■安全・安心な住まいづくり 

③ 災害危険箇所の調査・整備推進 

④ 独り暮らしの高齢者等の訪問防火指導の推進 

⑤ 災害時の要援護者への対応支援 

⑥ 清掃及び防犯パトロールの推進 

■快適な居住環境形成 

⑦ 地域のルールづくりの推進 

⑧ 中心市街地の活性化 

⑨ ユニバーサルデザイン化された建築物や道路等

の整備推進 

⑩ 歩道等のアメニティの向上 

■多様なニーズへの対応 

① 農山村居住への支援 

② 二地域居住者の受入促進 

■別荘地の充実 

③ 情報の発信 

④ 民間事業者との連携強化 

■適正な市営住宅の運営 

① 老朽化した市営住宅のリフォームの検討 

② 市営住宅の計画的な建替えの検討 

③ 市営住宅のニーズへの対応 

■要支援者への生活支援 

④ 市内勤労者への住宅確保支援 

⑤ 子育てサポートの支援 

茅野市住生活基本計画の体系
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【市の概況から】 
・高齢者や母子家庭世帯等が増加【課題①、②】 
・地価価格が低下【課題④】 
・無秩序な市街地の進行【課題④】 
・低い道路舗装率【課題⑤】 

・企業立地に伴う人口増【課題③、④】 

・自然的土地利用の減少【課題④】 

 

【市の住宅の現況から】 

・高齢者同居世帯の持ち家率が高い【課題①】 
・子育て世帯の誘導居住水準達成率が低い【課題

②】 
・別荘が多い【課題⑥】 
・住宅の 4分の 1が耐震性を有していない【課題
⑤】 
・住宅着工の沈滞【課題⑥】 
・高齢者向けの住宅設備の整備率が低い【課題①、

③】 
・独居老人世帯が増加する可能性が高い【課題①】 
 

【市民アンケート調査から】 

・公共交通機能や生活環境面の利便性が低い【課

題④】 
・高い自動車依存【課題④】 
・まちのにぎわいが欠如【課題④】 
・低い住み替え意向【課題③】 
・住み替え意向の契機は建物の老朽化【課題③】 
・他世代よりも高い 20歳代の住み替え意向【課題
③】 
・住宅の安全面や機能面の不安が多い【課題⑤】 
・環境対策住宅への要望が多い【課題③】 
・高齢者等対応への要望が多い【課題①】 

 

【市営住宅居住者アンケート調査から】 

・民間賃貸住宅からの転居が多い【課題②】 
・市営住宅の決め手は低家賃【課題②】 
・短期もしくは長期の 2極化【課題③】 
・公共交通機能や生活環境面の利便性が低い【課

題④】 
・建物や設備面の利便性が低い【課題⑤】 
・資金不足が住み替えの障害となる【課題②】 
・高齢者・障害者非対応【課題①、②】 
・住戸のニーズとの乖離【課題③】 
・定住対応への要望が多い【課題③】 
・高齢者等対応への要望が多い【課題①】 

 

【事業者動向調査から】 

・戸建て市場が縮小傾向にある【課題③】 
・空き物件の多くは、施設の老朽化や不便な場所

にある【課題③、⑥】 
・若年夫婦及び若いファミリー世帯の賃貸住宅需

要が増加している【課題③、④、⑥】 
・耐震改修に関する業務を取り扱っている業者が

少ない【課題①】 
・住宅の高齢者及び障害者対応（バリアフリー化

等）支援策を求める割合が高い【課題①、③】 


